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Ｐ４‥新型コロナウイルス感染症対策に御協力をお願いします

～令和２年度～ 「食料・農業・農村白書」、「食育白書」、
「森林・林業白書」、「水産白書」が公表されました。

写真:京都御所 「あじさい」

「令和２年度 食料・農業・農村白書」では、「新型コロナウイルス感染症による影響と
対応」を特集として取り上げました。また、新型コロナウイルス感染症の拡大による食料
消費面や農業生産・販売面での影響と新たな動き、地方への関心や働き方、交流に関
する新たな動き等について記述しています。

本文および概要は以下のURLで御覧になれます。
URL:https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/r2/index.html

【お問い合わせ先】近畿農政局企画調整室 075-414-9036

○食育白書（５月28日公表）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大下における食育に関する取組を取り上げると
ともに、特集として「食文化の継承に向けた食育の推進」及び令和3年3月に決定された
「第4次食育推進基本計画」の概要を紹介しています。

○食料・農業・農村白書（５月25日公表）

○森林・林業白書（６月１日公表）
森林資源と経営の両方の持続性を確保するための林業経営体における取組を整理
するとともに、新型コロナウイルス感染症の拡大による林業・木材産業への影響と対
応を紹介しています。

本文および概要は以下のURLで御覧になれます。
URL:https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/R2hakusyo/index.html

本文および概要は以下のURLで御覧になれます。
URL:https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/wpaper/r2_index.html

【お問い合わせ先】林野庁 林政部企画課 03-3502-8036

【お問い合わせ先】消費・安全局消費者行政・食育課 03-6744-2125
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ディスカバー農山漁村（むら）の宝AWARD（第８回選定）
エントリーに係る優良事例の募集について

「ディスカバー農山漁村の宝」とは、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の
実現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活性化、所得
向上に取り組んでいる優良な事例を選定し、全国への発信を通じて他地域への横展開を
図るものです。
他の地域の参考となるような優れた地域活性化の取組を募集します。

地域において、新たな需要の発掘・創造や埋もれていた地域資源の活用を行うことに
より、農林水産業・地域の活力創造につながる、次の①から③のいずれかに該当する
取組とします。
①美しく伝統ある農山漁村を次世代へ継承する取組
②幅広い分野・地域との連携により農林水産業・農山漁村を再生する取組
③国内外の新たな需要に即した農林水産業を実現する取組

令和３年６月16日（水）～令和３年８月31日（火）

※応募方法の詳細につきましては、上記ページ内にあります応募要領を御覧ください。
また、御不明な点がある場合は、以下のお問い合わせ先まで御連絡ください。

有識者懇談会で総合的に審査し、30地区（者）程度の優良事例を選定します。さらに選
定された優良事例の中から、グランプリ、優秀賞及び特別賞を選定します。

近畿農政局 農村振興部 農村計画課 （電話）075-414-9051

○水産白書（６月４日公表）
「マーケットインの発想で水産業の成長産業化を目指す」を特集のテーマとして、

地域の強みを活かしたマーケットインの取組事例を手法ごとに紹介をするとともに、
マーケットインの取組を推進するために何が必要であるかについて記述しています。

本文および概要は以下のURLで御覧になれます。
URL:https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/R2/210604.html

【お問い合わせ先】水産庁 漁政部企画課 動向分析班 03-6744-2344

以下の「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」特設Webサイト内の応募フォームに必要事項
を入力いただき、応募用紙（Wordファイル）を添付のうえ御応募ください。
URL:https://www.discovermuranotakara.com/sentei/(外部リンク）

※グランプリは団体部門（「ビジネス部門」及び「コミュニティ部門」）より選定します。

https://www.discovermuranotakara.com/sentei/
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おくだばらえんを経営する奥田容彦（おくだやすひこ）さんは、京都市伏見区の

バラ園の二代目。大学卒業後、アメリカでバラの栽培技術を学び、その後、農薬を

使わない栽培に取り組んでいます。

同氏が栽培するバラは、バラ本来の香りが強く花持ちが長いのが特徴。現在、生

産者兼フラワーデザイナーとして活躍されています。

おくだばらえんのアトリエでは定期的にバラ講座を

開催し、フラワーアレンジメントやバラの花を使った

ハチミツづくり等を体験することができます。

同氏は、京都府内外で開催されるワークショップに

参加し、バラの栽培やバラを暮らしの中で楽しむ取組

について、講演やＳＮＳで情報発信しています。

農薬を使わない栽培管理
おくだばらえんの施設内では、バラ本来の香りが

強い品種や食用バラ等、現在約40品種のバラが栽培

されています。

水耕栽培で養分を管理し、竹酢液やフェンネル(う

いきょう)等の忌避植物を活用した害虫対策を行い、

化学農薬を使用せずに病気にも負けない元気なバラ

を育てています。

病気等の生育不良が発生しない温度環境とするた

め、国の事業を活用してドライミスト(細霧冷房)を

導入して高温対策にも取り組んでいます。

バラの魅力を発信

収穫したバラはブライダルのフラワーアレンジ用や

生け花向けに販売しています。

また、販売事業者と連携し、「香料ではない本物の

バラの香りを伝えたい」と、バラジャムやローズウォ

ーター 、石けん等に加工し販売しています。

栽培の特徴を生かして食用や化粧用にも利用

おくだやすひこ さん
～おくだばらえんアトリエ にて～

施設内で栽培されるバラ

バラの花を漬け込んだハチミツ

農林水産省の取り組み 花いっぱいプロジェクト2021

農薬を使わずに栽培した薔薇の香りを全国に届けたい

おくだばらえん おくだやすひこ さん（京都市）



新型コロナウイルス感染症対策に御協力をお願いします
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お問合せ先：近畿農政局京都支局
〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

環 境 省
厚生労働省
令和２年６月


